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　　　　　　　　　　　カラやヤマガラ，ソウシチョウなどの留鳥に加え，オオルリやキビタキな

した。還暦が間近に迫った今では，１年はあっという間に過ぎてしまいます。

　フランスの哲学者ポール・ジャネが発案した法則に「時間の心理的な長さは年齢に反比例する」

というものがあります。簡単に言えば，年齢が増えるほど，時間が早く過ぎたように感じるとい

うことです。これは，時間が過ぎるときに感じるのではなく，過ぎ去った時間に対して感じる法

大切な時間を過ごしています。そこには，成功体験もあれば失敗体験もあります。そのすべてが

心と体の肥やしになります。「１名の１０歩より１０名の１歩」「だれ１人取り残さない」こと

時間って…

ちょっと独り言

　　　　　　　　　　　　奄美大島在住の２年間は，豊かな自然，とりわけ多種多様な生物に魅了

　　　　　　　　　　　され，野鳥観察とその撮影に夢中になりました。福山小に赴任してからも

　　　　　　　　　　　天気のよい週末は，えびの高原や高千穂河原に出かけています。シジュウ

学当初は緊張気味だった１年生２名も，すっかり学校生活に慣れ，楽しそうに学習や運動に励ん

でいます。日々，担任や級友とのふれあいを通して，さまざまなことを学んでいるのでしょう。

則です。説明は次のとおりです。

　１　人生に対する時間の長さがちがう

　　　例えば，５０才の人にとって１年の長さは，これまでの人生の５０分の１（２％）ですが，

　　５才の子どもにとっては５分の１（２０％）に相当します。つまり，５才の子どもの１日は

　　　年を重ねるとともに新しい経験や発見が少なくなったり，同じことを繰り返したりするた

　　めに，生活がマンネリ化してしまう。

　　５０才の人の１０日分に相当するのです。

　２　生活の新鮮味が薄れていく

　今，１０名の子どもたちは，さまざまな経験を重ね，いろいろな発見をし，とても密度の濃い

な枝の動きを注視しながら動きを追う。ファインダー越しにチャンスをうかがう。今だ！静寂の中

でシャッター音が響く。野鳥との出会いにより，私の週末の過ごし方は一変しました。センス・オ

ブ・ワンダー。これからも美しいものを美しいと感じる感覚，新しいものや未知のものに触れたと

きの感激を大切にしていきたいと思っています。

校長　平田賢司　　

　　　　　　　　　福山小学校に赴任して２ヶ月が過ぎようとしています。ここ数年は学校近く

　　　　　　　　の管理職住宅に住み，徒歩での通勤でした。久しぶりに自動車での通勤ですが

　　　　　　　　朝夕の１５分ほどの通勤時，雄大な桜島を見るのが楽しみになっています。入

　ところで，自分の経験から言うと，小学校の６年間はとても長かったです。中学校の３年間も

かなり長かったです。でも，高校の３年間以降は，月日の経つのが早く感じられるようになりま

どの夏鳥も見られ，繁殖期にあたるこの時期，霧島の森は最も賑やかになります。

　海洋生物学者レイチェル・カーソンは著書『センス・オブ・ワンダー』の中で，「地球の美しさ

と神秘さを感じ取れる人は，科学者であろうとなかろうと，人生に飽きて疲れたり，孤独にさいな

まれたりすることは決してないでしょう」と語っています。

　森に分け入り深呼吸をする。落ち葉を踏みしめながら，かすかなさえずりに耳を傾ける。わずか

を念頭に，一人一人にしっかりと寄り添い，その成長を見守りたいと思います。
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この学校だよりは，ホームページ上にカラーで掲載されています。また，日々の活動の様子は，
ブログで紹介しています。

歴史と文化の地 黒酢の里

自然豊かな「福山小学校」で学びませんか？
少人数の特色を生かした

お問い合わせは，教頭まで。 ＴＥＬ＆ＦＡＸ ５５－２０３０

１日(木) １年生を迎える会
５日(月) 研修会のため４時間授業
６日(火) 「命の教育の日」
８日(木) 親子歯みがき教室

１２日(月) 生活リズムチェック（～18日）
１３日(火) 教育相談（～15日）
２８日(水) しろやま号来校

スクールカウンセラー来校
２９日(木) たぎり高齢者大学との交流
３０日(金) 家庭教育学級・授業参観

学級PTA

令和５年度がスタートし，最初の大きな行事であるPTA総会・学級PTAが実施されました。全ての家庭
に参加していただき，昨年度の報告や今年度の計画について話し合いがされました。
今年度もP戸数が７戸と，少ないメンバーでの活動となります。そこで，一人一人の負担を減らしな

がら，無理のない活動ができればと思い，改変をしました。
今後，課題点などを出し合い，みんなで福山小学校を盛り上げていきたいと思います。
また，学級PTAでは，新しい担任との出会いの場を設けることができました。令和５年度のスタート

をスムーズに切ることができました。

命を守る授業「交通安全教室」を実施しました。交通安
全指導員や警察官に来ていただき，指導をしていただきま
した。
子供たちは，自分の命に係わる授業だということをしっ

かりと理解し，真剣に取り組んでいました。少人数という
こともあり，ほぼ，マンツーマンでの指導をしていただく
ことができました。福山小学校の児童が安全に生活するこ
とができている一つの要因だと思いました。
「自分の命は自分で守る」ことを常に意識し，交通事故

を起こしたり，巻き込まれたりすることがないようにする
ために，機を見て指導し続けたいと思います。

今年度も，福山小学校の児童・保護者・教職員と地域の皆様の願いが通して，校庭で合同運動会を開
催することができました。天候にも恵まれ，楽しい時間を過ごすことができました。
子どもたちは，保護者や地域の皆様に見て頂いたことで，練習の時より素晴らしい態度や演技を見せ

てくれました。特に，応援団は迫力がありました。
今年度より，地域の皆様に参加して頂く競技を工夫し，気軽に参加して頂けるようにしました。来年

度以降も，無理なく楽しめる運動会にしたいと考えています。よいアイデアがありましたら教えてくだ
さい。


